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視覚障害児の超音波機器の活用 Ⅰ 

～K-Sonar™の指導プログラムの開発～ 
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研究の意図 

本研究は、特別支援学校学習指導要領の「視覚障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学

校」指導計画の作成等における配慮事項として、新たに加えられた「児童が聴覚、触覚及び保有する視

覚などを十分に活用して」を視点に、視覚に障害のある児童生徒等に対する教育指導では、視覚に障害

のない児童生徒等と同じような視覚による情報を基にする諸概念を身に付けさせるため、視覚による情

報を聴覚でとらえることができるよう工夫することが重要であることから、K-Sonar™により視覚情報を

聴覚情報に置き換えて的確な概念の形成を図ることを目的に、北海道内 5視覚障害特別支援学校の研究

協力を得て、具体的な指導事例を整理し、その指導プログラムを開発する。 

また本研究は、木村浩一他(1)が開発したヘッドマウント型で額に装着させ、全額部への触覚刺激で空間

にある物体を定位させる「視覚障害者用超音波レーダー」の指導プログラム開発の前段階研究も兼ねた

ものである。 

 

Ⅰ はじめに 

視覚に障害のある児童生徒等に対する教育指導では、視覚による情報を聴覚でとらえることができる

よう工夫することが、視覚に障害のない児童生徒等と同じような視覚による情報を基にする諸概念を身

に付けさせるために重要である。 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領(2)には、視覚障害者である児童生徒に対する教育を行う特

別支援学校の「児童生徒が聴覚、触覚及び保有する視覚などを十分に活用して、具体的な事物・事象や

動作と言葉とを結び付けて、的確な概念の形成を図り、言葉を正しく理解し活用できるようにすること。」

と示されている。さらに特別支援学校学習指導要領解説(3)には、「特に、児童生徒が保有する感覚を活用

して事物などをとらえることができるよう十分配慮するとともに、それを言葉と結び付けることが重要

であることから、今回の改訂においては、「児童が聴覚、触覚及び保有する感覚などを十分活用して」 

を新たに加えて示した。」とし、とりわけ、視覚に障害のある児童生徒等にお

いては、聴覚等の保有する感覚を十分に活用して、環境等の的確な概念形成す

るよう働きかけることの必要性を述べている。 

視覚に障害のある児童生徒等の周りには様々な環境構成物がある。環境構成

物は、極めて視覚的な情報であることから、この視覚による情報を聴覚の活用

により、具体的な環境構成物として把握することができれば、視覚に障害のあ

る児童生徒等は空間に関わる的確な概念の形成を図ることができる。 

K-Sonar™は、空間にある環境構成物を的確に把握することができる超音波器

 

図 1 K-Sonar™の概観 
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具である。K-Sonar™は、空間にある環境構成物までの距離を音のピッチとして、その物の方向は K-Sonar

™を操作するスキャニング動作により、またその物の表面素材等は音色により把握することができる視覚

障害者用の環境把握器具である。視覚に障害のある児童生徒等には、環境構成物を聴覚情報として表示

する K-Sonar™を有効な教具として活用させることが重要と考える。 

 

Ⅱ 研究の目的 

本研究の目的は、北海道函館盲学校、北海道札幌盲学校、北海道高等盲学校、北海道旭川盲学校、北

海道帯広盲学校に在籍する視覚に障害のある児童生徒等が、K-Sonar™を活用して、視覚による環境構成

物の情報を聴覚情報として的確に把握できるようにするための指導プログラムを開発することである。 

 

Ⅲ 研究の内容・方法 

 

１ K-Sonar™とは 

K-Sonar™は、Leslie Kay が開発したものである。Leslie Kay は、1969 年、眼鏡型でかつ両耳のステ

レオ効果により、環境構成物の方向を聴覚情報として表示できる超音波両耳用装置 Ultrasonic binaural 

device を開発し、その後、この超音波両耳用装置を改良した Sonicguide™（図 2）は、日本でも販売・活

用された。 

 Leslie Kay は、2003 年、Sonicguide™の環境構成物までの距離を音のピッチ情報で表示する技術及

び環境構成物の表面素材から超音波が反射してきた情報を音色情報に表示する技術を、Sonicguide™から

そのままのシステムとして導入し、さらに視覚に障害のある人にこの技術を安価に提供するため、手持

ち型で白杖に据え付けることのできる K-Sonar™を開発した(5)。 

K-Sonar™を使用するためのマニュアルは、K-Sonar™ Curriculum  

Handbook（6）及び K-Sonar™ The Handbook（7）がインターネット

で入手できるが、いずれも視覚に障害のある人たちが、K-Sonar

™を白杖に据え付けて白杖と併用して、周囲の環境を把握し、安

全に歩行するための歩行補助具として内容が記述されている。 

しかし、K-Sonar™は、Sonicguide™の後継のモデルとして、音

のピッチで物体までの距離を表示するとともに、物体の表面素材

については音色として表示する機能を持った視覚障害者用の環

境構成物を表示する器具である。本稿では、この K-Sonar™の機

能について、Sonicguide™の音色分析(8)で分かったことも含めて、（1）環境構成物までの距離の表示 （2）

環境構成物を把握する範囲 （3）環境構成物の表面素材を示す音色の表示の 3視点で整理したい。 

 

（1）環境構成物までの距離の表示 

K-Sonar™は、環境構成物までの距離に比例した音のピッチ情報が表示（図 3）される。環境構成物まで

の距離が 5ｍでは 5000Hz、4ｍの距離では 4000 Hz、3ｍの距離では 3000 Hz、2ｍの距離では 2000 Hz、1

ｍの距離では 1000 Hz、50 ㎝距離では 500 Hz と距離に比例した音のピッチ情報が表示される。図 3 は、

体育館内で直径 2㎝、高さ 1.5ｍのプラスチックポールに向かって 5ｍの距離から K-Sonar™を近づけた時

 

図 2  Sonicguide™の概観 
引用・参考文献(4)29 頁より引用 
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のスペクトルグラムである。 

図 3のスペクトルグラムは、K-Sonar™から直接、SONY 製 ICD-UX200w を用いて録音し、その録音音源

を Sugi Speech Analyzer で分析したものである。 

この K-Sonar™の距離情報は、88鍵盤のピアノのキー配置に置き換えることができる。特に、聴覚情報

の聞き分けが優れている視覚に障害のある児童生徒等には、このピアノのキー配置による距離情報の指

導の方法は有効と考えられる。図 4は、88鍵盤ピアノの各キーの音のピッチ(9)である。この鍵盤のピッ

チと K-Sonar™が表示する距離情報の関係は、例えば中央「ド」は 261.6 Hz であるので、K-Sonar™では

26cm 離れたところに物がある時に表示するピッチ音とほほ同じ高さである。またその上の「ド」1046.5Hz

は約 1m離れた距離にある物からの表示するピッチ音とほぼ同じ高さの音である。このような関係を児童

生徒等の「音遊び」として工夫することより、K-Sonar™が表示する距離情報を指導することができる。 

 
図 4 88 鍵盤ピアノと K-Sonar™が表示する距離情報の関係 

（http://puh.web.infoseek.co.jp/mushinone.htm より引用） 

 

図 3  K-Sonar™の環境構成物までの距離と音のピッチとの関係 
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（2）固定した K-Sonar™の環境構成物を把握する範囲 

K-Sonar™が環境構成物を提示する範囲を調査した。 

調査の方法は、聴力に障害のない 2名の道内の視覚障害特別

支援学校教諭が被験者となり、北海道文教大学 712 教室で直径

2㎝、高さ 1.5ｍのプラスチックポールを、K-Sonar™が表示する

ことができる音の範囲として、どのようになっているかを調査

した。 

具体的には、K-Sonar™を高さ 1ｍに固定した。K-Sonar™の固

定の方向は、通常の保持方向で使用する縦向き（上下方向）と

横向き（左右方向）の 2方向に固定した。 

固定の高さ 1ｍは、児童生徒が K-Sonar™を使用する際に保持されると予想した高さである（図 5）。2

名の被験者は、椅子に座って、最低音として聞くことのできたポイントにマーカーを置いた。 

その結果は、図 6-1、6-2 のとおり、固定した K-Sonar™は「根元から急に膨らんだトウモロコシの形（長

さ 4ｍ程度で最大径 1ｍ程度）」で、直径 2㎝、高さ 1.5ｍのプラスチックポールを把握していることが分

かった。 

なお、K-Sonar™から発射された超音波を反射する面が広い環境構成物の場合は、その把握の幅はまだ

広がると推測している。 

 

（3）環境構成物の表面素材の音色の表示 

 K-Sonar™が環境構成物から反射した超音波を変換して表示する音色は、Sonicguide™が表示する音色情

報と同様である (5)ことから、K-Sonar™が表示する音色については、Sonicguide™の音色研究に係る成果を

参考にできるということである。 

 ア Sonicguide™の環境構成物の表示 

鈴木は、Sonicguide™が環境構成物の表面素材に応じた音色を持つことに着目して、視覚に障害のあ

 
図 5  K-Sonar™の範囲調査 
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図 6-1 通常の保持では上下方向 
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図 6-2 通常の保持では左右方向 
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る児童生徒等に Sonicguide™で観察した環境構成物をミニチュアで配置する指導（図 7-1）(10)や、中途

で失明した生徒に環境構成の物体を観察させた後に、その風景を想起させて文章化するとともに、ボ

ールペンで描くと触読可能な凸線が浮き出るレーズライターに描画（図 7-2）する指導を実施した(11)。 

 

図 7-1 環境構成物のミニチュア（ミニチュア下部には固定用磁石が添付） 
引用・参考文献(10)537 頁より引用 

 

図 7-2  Sonicguide™で想起した風景の文章と描画 
引用・参考文献(11)146 頁より引用 
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 イ Sonicguide™が表示した音色の特徴 

Sonicguide™は、環境構成物の表面素材により異なった音色を表示するため、その環境構成物をある

程度まで想起させ、環境構成物のミニチュア配置や中途で失明した生徒が絵を描くことができること

が分かった。鈴木(8)は、続けて Sonicguide™が表示する環境構成物の音色を調べるため、電柱やブロッ

ク塀、金網フェンス、工事用波鋼板等の43種類の環境構成物について、1ｍ離れた静止状態でSonicguide

™の音色を録音したソナグラムで得た波形の分類（図 8-1）（図 8-2）、環境構成物から 1ｍ離れて平行移

動したときの Sonicguide™の音色を録音したソナグラムで得た波形の分類（図 9-1）（図 9-2）を行った。 

 

引用・参考文献(8)78 頁より引用 

 
引用・参考文献(8)79 頁より引用 

図 8-1 静止音カテゴリーの分類基準 

図 8-2 静止音カテゴリーの代表的な波形 
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引用・参考文献(8)80 頁より引用 

 

引用・参考文献(8)80 頁より引用 

 また、ソナグラムでカテゴリー化された電柱等が Sonicguide™で表示する音色を、擬声語等で整理した

のが、表 1及び表 2である。 

図 9-1 移動音カテゴリーの分類基準 

図 9-2 移動音カテゴリーの代表的な波形 
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表 1 静止音をソナグラム分析した結果の具体物名及び表面等の特徴と擬声音 

 

表 2 具体物と並行移動した音をソナグラム分析した結果の具体物名及び表面等の特徴と擬声音

 

引用・参考文献(8)80 頁より引用 

引用・参考文献(8)81 頁より引用 
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  鈴木は、この静止音と移動音のソナグラムの分析により分類した結果を用いて表 3のマトリクスを

作成した。これは、静止している時に Sonicguide™がピンピンピンと表示し、さらに近付くにつれてピ

ンピンと徐々に低い音になる環境構成物は、街灯ポールのような円柱状の物であることを示している。 

表 3 Sonicguide™静止音と移動音のマトリクス 

 

したがって、Sonicguide™は、このマトリクスから視覚情報としての環境構成物がある程度の特徴あ

るものとして想起することができる機能を持っていることが分かる。K-Sonar™は、Sonicguide™の環境

構成物を表示する機能を引き継いでいるので、視覚に障害のある児童生徒等に対して、Sonicguide™と

同様、視覚情報を聴覚情報に変換するための重要な教材・教具と位置付けることができる。 

視覚に障害のある児童生徒等は、K-Sonar™を有効に活用することにより、視覚情報を聴覚情報に置

き換えて、的確な空間概念を形成することができる。 

本研究は、各視覚障害特別支援学校の教育の場で、K-Sonar™から得られる距離情報や音色情報を的

確に学ぶことができる、遊びの要素を取り入れた K-Sonar™の指導プログラムを開発することである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用・参考文献(8)82 頁より引用 
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２ 研究の計画 

（1）研究計画の基本的な考え方 

本研究は、K-Sonar™が視覚に障害のある児童生徒等に日常の学校生活や家庭生活で活用されることが

重要と考え、視覚に障害のある児童生徒等が就学している北海道内の 5視覚障害特別支援学校の校長に

研究協力を依頼した。各校長から推薦された各校 1名の研究協力者に K-Sonar™を貸与して、K-Sonar™の

指導プログラムを工夫・開発するよう計画した。 

また、この貸与した K-Sonar™が指導プログラムの開発において最大限に活用されるよう、K-Sonar™の

取扱及び特性等を説明・協議する講習会を開催し、各研究協力者が K-Sonar™の情報を共有化するととも

に、共通化した様式でプログラムを整理できるよう計画した。 

さらに、K-Sonar™の指導内容・方法を創案する際の視点としては、視覚に障害のある児童生徒等が楽

しく、かつ積極的に取組むことができるよう、その内容をできるだけ K-Sonar™を用いた遊び・ゲームと

して位置付けるよう共通理解化を図った。 

なお、この指導プログラムの開発においては、研究対象となる児童生徒の保護者の事前の了解を得て、

指導等を進めることを研究推進の前提とした。 

 

（2）具体的な研究推進の計画 

このようなことから、本研究では、次の 3段階で研究を進めることとした。 

①K-Sonar™を北海道内各視覚障害特別支援学校に導入する段階  

②K-Sonar™の指導内容・方法を創案する段階  

③K-Sonar™の指導内容・方法を整理し指導プログラムとする段階 

 

表 4 研究推進の 3段階の概要 

第 1 段階 

～導入段階 

平成 22 年 

10 月～3 月 

 

○K-Sonar™を北海道の各視覚障害特別支援学校に導入し、指導する体制を整える段階 

・北海道内 5 校の各校長（北海道函館盲学校、北海道札幌盲学校、北海道高等盲学校、北海道旭川盲学

校、北海道帯広盲学校）から研究協力者の推薦を受理 

・研究協力者に対して、K-Sonar™を各 1 台貸与するとともに、取扱とその特性等を説明・協議する講

習会の開催 

・研究協力者は、各校での校内手続及び保護者への手続を採って、研究対象児を選定 

・研究協力者は、研究対象児に対して K-Sonar™の基本的な取扱と K-Sonar™を活用した遊びなどを計

画 

第 2 段階 

～創案・実践

段階 

平成 23 年 

4 月～7 月 

○K-Sonar™を活用した遊びを工夫・実践し、指導プログラムを創案する段階 

・研究協力者は、研究対象児に対する K-Sonar™を活用した遊びなどを創案し、工夫・実践 

・研究協力者事例報告会を開催し、各研究協力者が指導実践した事例を基にして、指導プログラムの試

作に向けた研究協議 

・各研究協力者の K-Sonar™の指導内容・方法の整理の方向等を確認 

第 3 段階 

～整理段階 

平成 23 年 

8 月～11 月 

 

○K-Sonar™の指導プログラムを整理する段階 

・研究協力者は、研究対象児に対する K-Sonar™を活用・実践した指導内容・方法を整理 

・各研究協力者が整理した指導内容・方法を、環境構成物の視覚情報を聴覚情報でとらえることができ

る K-Sonar™の指導プログラムとして、「易内容」から「難内容」等に分類し、指導プログラムを執筆・

印刷・製本 
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3 研究の方法 

 本研究は、視覚に障害のある児童生徒等が K-Sonar™を活用して、環境構成物である視覚情報を聴覚情

報として把握するための指導プログラム開発を目的としている。 

したがって、北海道内の各視覚障害特別支援学校から推薦された研究協力者が K-Sonar™を取扱い、遊

びなどの要素を取り入れた指導内容の工夫等について共通理解する必要があることから、各研究協力者

を北海道文教大学に招聘して、研究目的等を的確に理解してもらうよう取り計らった。 

また、指導実践の各事例を、「距離情報」及び「方向情報」、「素材情報」を基本要素として、それぞれ

を組み合わせた 7カテゴリーに意図して工夫・創案するよう講習会及び報告会では共通理解を図った。 

さらに、K-Sonar™が、各視覚障害特別支援学校で視覚に障害のある児童生徒等に対して、視覚情報を

聴覚情報に変換する教具して誰でもが取り扱う人ができるよう、各研究協力者の実践事例を収集・整理

し、「指導プログラム」として印刷・製本し、全国の視覚障害特別支援学校等に配布することとした。 

 

（1） K-Sonar™講習会の開催 

北海道内各視覚障害特別支援学校の校長から推薦された 5名の研究協力者を、平成 22年 10月 2日

及び 3日、北海道文教大学に招聘し、K-Sonar™講習会を開催した。 

  ア 講習会の日程 

表 5  K-Sonar™講習会の日程等 

期日 時間 場所 内容 

10 月 2 日 

 

 

 

 

 

 

10 月 3 日 

13：30 

13：45 

15：00 

16：00 

17：00 

19：30 

20：30 

9：00 

11：00 

北海道文教大学 

712 教室 

学内廊下 

学外道路 

712 教室 

ホテル 会議室 

ホテル 会議室 

学内スペース 

712 教室 

開会式 

説明「視覚障害児・者の歩行」 

演習「白杖歩行の基礎」 

演習「道路環境における白杖歩行」 

説明「製品化されている歩行補助具」 

説明「 K-Sonar™と Sonicguide™の特徴」 

研究協議「超音波レーダーへの期待と性能等」 

演習「ポールを使った K-Sonar™の実技」 

終了 

 

イ 講習会の具体的な内容 

○K-Sonar™及び木村浩一他（1）が開発した超音波レーダー開発モデルの説明 

○K-Sonar™活用等に係る周辺事項の説明 

・視覚に障害のある児童生徒等の歩行及びエコーロケーション、歩行指導プログラムの説明 

・Sonicguide™の音色分析等の研究成果の説明 

・北海道の雪道歩行の説明 

・視覚障害者用の各種歩行補助具の説明等 

   ○K-Sonar™活用等に係る周辺事項の演習 

    ・閉眼による白杖歩行の実技 

○K-Sonar™のポールを使った演習 

   ○指導プログラム事例の報告様式の説明   
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視覚障害児の超音波機器の活用 Ⅰ 

～K-Sonar™の指導プログラムの開発～ 

報告様式 

事例指導者  ： 先生のお名前 学校名：北海道○○盲学校 

 

対象児の所属 ： ( 幼稚部  小学部低学年  小学部高学年  中学部  高等部  ) 

視力程度 ： ( 全盲  明暗弁  １０cm 指数弁  ２０cm 指数弁  ３０cm 指数弁 ) 

 

プログラム名：  

 

K-Sonar™機能の主活用 ( 距離情報  素材情報  距離+方向情報  素材・方向情報 距離・素材情報 

             距離・方向・素材情報 ） 

活動のねらい ：  

 

活動内容・方法 

①活動の概要（前回の「内容」部分が記入されます。） 

②具体的な内容・方法 

 手続き等を分かり易く記述するとともに、絵か写真を添えて頂ければ幸いです。 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

対象児が「活動のねらい」としたことを身に付けたかどうかを、確認チェック・点検する方法を記入します。 

当然、上記②との関わりが出てきます。 

 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

対象児の本活動に対する感想「何々が楽しかった。」「このようなことが分かった。」などを指導者が聴取して記録す

るか。対象児が記したものを転機して下さい。 

 
 

 

 

（2） 研究協力者事例報告会の開催  

北海道内各視覚障害特別支援学校の 5名の研究協力者を、平成 23年 7月 30日及び 31日、北海道文

教大学に招聘し、研究協力者事例報告会を開催した。 

  ア 研究協力者事例報告会の日程 

表 6 研究協力者事例報告会の日程 

期日 時間 場所 内容 

7 月 30 日 

 

 

 

 

 

 

7 月 31 日 

16：00 

 

 

 

19：30 

 

21：00 

8：00 

11：00 

北海道文教大学 

712 教室 

 

 

712 教室 

 

712 教室 

 

開会式 

プログラム事例の報告 

北海道函館盲学校、北海道札幌盲学校、北海道高等盲学校、

北海道旭川盲学校、北海道帯広盲学校 

研究協議「各校事例を踏まえた距離情報、方向情報、音色情

報等の「7 カテゴリー」に係る検討等」 

研究協議の終了 

研究協議「研究のまとめの方向に係る検討等」 

閉会式 

イ 報告会の具体的な内容 

○各研究協力者が事例様式に基づき、DVDの録画記録を映像資料として報告 

○各事例の K-Sonar™機能の「3カテゴリー」を協議 
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・音のピッチによる距離の認識 

・スキャニングによる方向情報の認識 

・音色による素材の認識  

・上記３要素を組み合わせた 6カテゴリーのプログラム内容について協議 

 方向情報だけを取り出して、「遊び」としての活動を工夫・創案することは困難なことから、 

「距離情報」「素材情報」「距離情報と方向情報」「距離情報と素材情報」「素材情報と方向情報」 

「距離情報と方向情報と素材情報」の６カテゴリーとして、実践事例を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

Ⅳ 研究の成果 

 

1  K-Sonar™を使用した児童生徒の感想等 

  K-Sonar™を使用した研究対象児の感想等は、次のとおりである。なおこの記録については、当該児

等生徒の点字による記録、また当該児童生徒の意見聴取として行ったものである。 

表 7  K-Sonar™を使用した研究対象児の感想等 

児童生徒の属性 感想等 

北海道札幌盲学校 

小学部２年  

視力程度： 

両眼（０） 

 

●Q１ K-Sonar™を使って楽しかったことはどのようなことですか。 

A1 射的をしたことです。 

●Q2 K-Sonar™を使って難しかったことはどのようなことですか。 

A2 スキャンです。はじめは、K-Sonar™ をまっすぐに持つことが難しかったです。 

●Q3 今後 K-Sonar™でどんなことをしてみたいですか。 

A3 K-Sonar™で道を歩いてみたいです。あとは、射的で友達と勝負したいです。 

北海道函館盲学校  

小学部６年  

視力程度： 

両眼（光覚弁）  

●K-Sonar™の練習の中で、いちばん楽しかったのは、自転車でした。音で壁がある場所

がわかって、自分で曲がることができたのが楽しかったです。またやってみたいです。 

●あと、秘密の階段（床に開いた地下への入り口のこと）がある場所を見つけることが

できて、とてもうれしかったです。今度は、中に入って、K-Sonar™で探検してみたい

です。 

●K-Sonar™でポールを見つけるのは難しくて、なかなかうまくできませんでした。これ

が上手くなれば、歩くときに障害物がわかって、いろいろと便利なので、今度は上手

くできるように練習したいです。 

北海道旭川盲学校  

中学部３年   

視力程度： 

右 光覚  

左 眼前手動  

●K-Sonar™を家でも使ってみましたが、とても便利な器械だなと思いました。 

●学校の先生に車いすに装着できるように考えてもらっています。これからも、いろい

ろな場で活用できたらなと考えています。 

●K-Sonar™に付属しているイヤホーンで探索していたが、コードが邪魔になるときがあ

り、固定式のスピーカーでも探索できるようにし、状況に応じて使えるようにできた。 

●いつでも自分で付け外しできる点がよかった。K-Sonar™は手持ちでやっていたが、車

いすに固定式になったことで両手が使え楽になった。 

●近くにあるものは、ロングレンジよりショートレンジの方が、音が高く響くように聞

こえわかりやすかった。 

北海道旭川盲学校  

中学部２年   

視力程度： 

右 30 ㎝手動  

左 ０ 

●K-Sonar™で先生がわかりました。ドアがありました。これはガラスです。天井です。

机です。ロッカーです。黒板です。・・・・・・ 

●K-Sonar™が大好きです。また、やりたいです。 

○研究協力者の観察から 

取り組み始めのうちは、K-Sonar™の音色をじっくりと聞く様子が見られた。 

その後、この音は何？等確認することが多くなり、音色と環境物が一致すると自分か

らその環境物を教師に教えることができるようになってきた。 

北海道帯広盲学校 

小学部２年  

視力程度： 

両眼（光覚弁） 

●K-Sonar™は銃みたいな形をしていて、格好いいと思いました。 

●K-Sonar™の勉強は、とっても楽しかったです。 

●『ド』や『ミ』の音を聞いて、歩いたりしました。 

●先生がいる場所を見つけることができたのもうれしかったし、棒が立っている場所を

見つけて先生にほめられたのもうれしかったです。 

●１番楽しかったのは、ボールをよけたのが楽しかったです。ボールがどんどんぼくの

方に来るので、ぶつからないように頑張ってよけました。 

●いつもはボールを先生に拾いに行ってもらうけど、K-Sonar™を使って練習をしたら、

自分で探せるようになると思うので、早くできるようになりたいです。 

●バスケットボールやサッカーをしたいです。 
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●棒の場所を見つけて、同じ所に磁石を置くのは難しいけれど、頑張りたいと思います。 

北海道高等盲学校 

高等部１年  

視力程度： 

 両眼（０） 

●楽しみながら歩けるという点が良いと思います。 

●天井の高さの違いを感じながら歩くのが楽しいです。 

●K-Sonar™から出ている音も全然嫌ではないし、ヘッドホンをしていても周囲の音はち

ゃんと聞こえるので問題はありません。 

 

2  研究協力者の活用の成果と課題等 

  各研究協力者は、K-Sonar™の指導プログラムを開発するため、校内での研究推進に係る手続きを踏

むとともに、プログラム開発の事例対象となる児童生徒の保護者の承諾を得た後に、K-Sonar™の特性

等を勘案した指導法等を実際の活用指導により工夫・開発した。この K-Sonar™の活用指導の過程で、

各研究協力者が考察等した成果及び課題は、次のとおりである。 

表 8 研究協力者の活用の成果と課題等 

研究協力者の

氏名等 

K-Sonar™活用の成果 K-Sonar™活用の課題等 

北海道函館盲

学校 

教諭 

坪川寛司 

●K-Sonar™を活用することによって、児童のエコーロケーシ

ョン能力の発達のために役立つとともに、聴覚情報を活用

することができるという意識を対象児に持たせることがで

きると思いました。 

●対象とした児童は、学校の中で歩行する際に曲がり角が連

続してある廊下において、壁をトレーリングしながら歩か

なくても、エコーロケーション能力を活用して、感覚で壁

を察知して曲がることができる児童でした。しかし、自分

がどのようにして壁を察知して曲がっているのかというこ

とまではわかっていないようでした。K-Sonar™を活用した

遊びや練習を経験することによって、対象児の中で音の反

射等の聴覚情報によっても周りの環境を把握することがで

きるという理解を促すことができたようです。 

●K-Sonar™を活用した遊びや活動を考える中で、教員側とし

て児童に歩行の指導をする際に聴覚活用の視点を持つこと

ができたことがあげられます。 

●K-Sonar™の研究に携わる以前は、指導者として、エコーロ

ケーション能力については知識としておぼろげながら知っ

てはいましたが、エコーロケーションを意識しながら歩行

の指導をしたことはありませんでした。今回、K-Sonar™を

使った遊びや活動を指導して行く中で、聴覚を活用して環

境を把握していくことが、指導者の中に意識されてきまし

た。 

●対象児の歩行や探索活動に対する意欲の向上に有効である

と思われました。 

●対象とした児童はもともと好奇心が旺盛な児童で、いろい

ろな場所を探索することが好きな児童でしたが、K-Sonar™

を使うことにより、音に変換された多くの情報を得ること

ができ、さらに「周りの状況をよく知りたい」と思うよう

になったようです。 

●課題としては、指導者の技

能不足もあるのですが、

K-Sonar™ について、系統

立てて指導することができ

なかった点です。 

●対象とした児童は K-Sonar™ 

を水平に保持したまま上下

や左右に動かすことが難し

く、K-Sonar™を使った遊び

や活動の中でそのことが常

に課題となっていました。

本来であれば、導入の段階

でそのような基本の動作を

時間をかけて指導してい

き、しっかり身に付いてか

ら、次の段階として、距離

や方向を把握させる課題を

行なうことが有効であると

思います。 

●そのために K-Sonar™を活用

するための課題を系統的に

整理していく必要があると

思いました。 

北海道札幌盲

学校  

教諭  

●基本的な環境構成物の理解を促す指導方法として、その物

体の位置を示すために指導者が物体をたたいて音を出すな

どして、児童が自ら移動し、触ることで確認することがあ

●視経験のない子どもたち

は、自分が触れていたり、

物体自体が音を出している
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楢山正太 

 

る。この学習は、触ることで温度、硬度、質感、大きさ、

高さ、重さなどを知ることができる効果的な学習であるが、

自分の机と友達の机の位置関係など限界があるため、

K-Sonar™と組み合わせて行うことで、学習の幅が広がり、

一層空間にある環境構成物に対しての理解を深めることで

きると考えられる。 

●今回、本校では K-Sonar™を小学部２年の先天盲児の『環境

の把握』の学習の中で活用した。目的としては環境構成物

に興味を持つことと、相対的な位置関係の理解を促すこと

を目的として学習した。 

●初期の段階では、K-Sonar™の基本操作に加え、自分の体の

正面で持つことや、音の高低の違い、スキャニングの方法

などを指導し、以後の学習がスムーズに進むようにした。

また、スキャニングをする際には、『止まってからゆっくり』

や、物体を捉えて、手でつかまえる際には、『ソナーの上か

ら手を伸ばす』など約束事を理解させることで、K-Sonar™

の音色の変化に集中することができた。 

●空間構成物を K-Sonar™で探索する学習を行った。具体的に

はポールを探したり、指導者が足音を立てないように、移

動する後を追跡するといった内容で、K-Sonar™の音の変化

に集中し、自らも移動、スキャニングを繰り返しながら、

興味を持って取り組むことができた。 

●空間構成物を K-Sonar™で探索し、自分と物体の位置関係を

模型で再生する活動を行った。具体的には、正面にあるポ

ールを基準とし、その左右どちらかにあるポールを探索し、

それを模型の中に再生するといった左右の位置関係の学習

から、前方にポール２本と教師が立ち、ポールと教師の音

の違いを探索して、模型に再生するといった学習を行った。 

●今回の学習を通して、普段なかなか環境に興味を持つこと

が困難な子どもが、K-Sonar™を用いることで、この物体は

どんな音がするのかなど尐しずつ環境構成物に興味がわい

てきている。また、玩具の鉄砲に K-Sonar™をつけて、射的

を行う教材は、とても楽しみながら取り組むことができ、

遊びを通して環境に働きかけるきっかけとなった。 

など、限られた条件におい

て環境構成物を認知するこ

とができるが、壁や天井、

柱、梁など手の届かない位

置にあるような物体につい

ては、言葉では理解してい

ても、それがどのような位

置にどういった役目として

存在しているかまで詳しく

知ることは難しい。このよ

うに環境の認知が困難な子

ども達は、当然環境に興味

を持ちにくく、環境に対し

て自ら働きかけることが減

り、近い将来、単独での移

動や歩行をする際に大切と

なる『空間概念の発達』に

遅れが現れてしまう。この

ようなことを防ぐために、

小学部低学年段階の自立活

動では環境に対して興味・

関心を広げるような学習を

意図的に取り入れていくこ

とが大切となる。 

●現段階では左右の聞き分け

と素材の違いについての学

習だが、次のステップとし

て、左右だけでなく、奥行

きの異なるものの位置関係

を取り上げるなど、段階的

に進めていくことで、空間

の概念が一層深まると感じ

た。 

●今後は、K-Sonar™を通して

環境に関する概念を深め、

円滑な移動や歩行につなが

っていくことが期待され

る。 

北海道高等盲

学校 教諭 

沓澤 整治 

 

 

●K-Sonar™は、空間を認識するための補助的なツールとなる

だろうと思っています。 

●現在は、様々なところで言われていることですが、盲学校

の生徒の歩行能力が低下しているとされています。高等盲

学校の生徒も多分にもれず、決して高くないのが現状です。

その原因の一つに、空間をとらえる力に課題があると感じ

ています。自分の歩行ルートを軌跡としてとらえることが

できる（体の地図）けれども、空間として捉えること（手

の中の地図、頭の中の地図）ができません。そのような生

徒に、空間をイメージさせるのに K-Sonar™は有効ではない

かと考えました。 

●幼尐のころから空間の存在

を音という聴覚情報で認識

させていけば、頭の中に地

図を描くことの一助になる

のではということです。残

念ながらこの点について

は、高等部ということから

実践することができません

でした。 
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●より豊かな環境把握を手に入れるためのツールとなるだろ

うと思っております。 

●高等部の生徒となると、ある程度歩行も完成し、尐ない時

間で空間を認知できるようになってきます。この事例は、

１年生で新たな校舎、寄宿舎での生活がスタートして３ヶ

月経ってからのケースです。既に新たな環境に慣れた状態

で実践しました。生徒にとっても、教師にとっても一番の

新たな発見は「上方空間の認知」でした。全盲の生徒にと

って日常生活ではまず「天井の高さ」は意識しません。し

かし、廊下や教室、体育館といった既知の環境で K-Sonar™

を遊びながら使うことで、「新たな」天井の存在に気づくこ

とができました。触ることができる高さの天井もあります。

体育館の天井は当然触ることができません。そのような「高

さ」を音色に変換して聴覚情報を得ることができるのは、

生徒にとって、新たな空間の認知に他ならないと思います。 

●①触ることができない（普段意識することのない）空間を

聴覚情報として捉えることができる。②既知の空間を聴覚

情報に変換して再認識することができる。この２点は、

K-Sonar™が教育機器としてとても有効であることを示して

いると考えます。 

●K-Sonar™を使うことで、既知の環境をより親密にすること

ができるようになります。既知の環境を聴覚情報に換える

ことで新たな発見を促すことにもなります。言い換えると、

「より豊かな環境把握」ということになると思います。 

●このことが、高等部の生徒における有効的な活用であり、

「体の地図」→「手の中の地図」→「頭の中の地図」とい

う空間認知の段階を更に積み上げていくための補助ツール

となると考えます。 

北海道旭川盲

学校  

教諭  

米沢 新 

 

●私が初めて K-Sonar™を手に取ったとき、こんなに画期的で

おもしろい機器が世の中にあったのかと驚きました。これ

まで子どもたちが自分で触ったり聞いたりしながら環境把

握をしていたことが、この K-Sonar™を使うことで今まで以

上に、自分ひとりでも環境把握をすることができる一助に

なると思ったからです。 

●K-Sonar™そのものが合う人とそうでない人がいると思いま

すが、何も知らないというより K-Sonar™の存在とその長所

短所を知っている方がよいと思います。いろいろな情報の

中から、自分にとって本当に合うものを選択することが大

切になるのではないでしょうか。 

●私が実際に使ってみると、白杖のみでの歩行より、情報が

たくさん得られる分だけ安心感がありました。聴覚情報が

優位な児童生徒たちにとっては、よりたくさんの K-Sonar™

の音色から環境物等の聴覚情報を獲得して環境把握するこ

とができると思いました。 

●K-Sonar™を使ったある生徒が、近くにあるものは、ロング

レンジよりショートレンジの方で音が高く響くように聞こ

えわかりやすかったと、教えてくれたこととからも、

K-Sonar™の使用方法の奥深さと広がりを感じることができ

ました。 

●通常の移動でも右のつま先

を出して右壁を確認するこ

とがあり、右手前の K-Sonar

™の固定位置は適当であっ

たと思います。固定方法に

ついては、今後は、K-Sonar

™を左右や上下に可動でき

るように固定する方法を検

討していく必要があると考

えます。 

●車いすに固定して K-Sonar™ 

を使い始めた頃は、付属の

イヤホーンをそのまま使っ

ていましたが、コードが邪

魔になることがあり、固定

式のスピーカーでも探索で

きるようにし、状況に応じ

て使い分けができるように

しました。このイヤホーン

コードのことと合わせて、

K-Sonar™ を比較的簡単に
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●様々な使い方ができるという点で、車いすへの装着もその

ひとつで、よい機会に恵まれました。始めは、K-Sonar™を

手持ちで使用したり膝の上に置いて使ったりしていました

が、固定式にすることで両手が使えるようになり車いすの

操作等が容易にできるようになりました。固定する場所を

生徒本人からの希望により、車いすの右手前にしました。

この位置にしたことで、右に沿って車いすを移動させてい

くとき、特に曲がるときなどに K-Sonar™からの音色が入り

やすくなりました。 

●今回の研究の取り組みを通して、K-Sonar™ にたくさん触

れてもらい、遊んでもらう中から、子どもたちが様々なこ

とを発見していく様子が見られました。K-Sonar™を活用し

てもらうことができて、本当によかったと思いました。 

車いすから付け外しできる

点は、生徒本人が面倒に感

じるストレスが尐なく手軽

に装着できることにつなが

るものと思います。 

●これまでの K-Sonar™での取

り組みを生かし、今後も

様々な視点での環境把握の

方法等について課題意識を

持って取り組みを続けてい

きたいと考えます。 

 

北海道帯広盲

学校  

教諭  

神野 紋子 

●盲学校の教員として盲児の歩行指導を行う中で、周囲の環

境の説明、特に触ることのできない場所にあるものの位置

や動くものの動き方などを説明することの難しさを日々感

じていました。触ることのできない場所のものを方向や身

近な物との比較した大きさなどで説明をしても、なかなか

児童には正しい位置や大きさが伝わらないことも多く、教

師の説明でどの程度のイメージをもつことができているの

かを疑問に感じていました。今回、K-Sonar™を活用するこ

とで、回を重ねるごとに児童の驚きや感動、周囲を知りた

いという意欲が広がっていくのを感じました。対象児は器

械に対する興味の強い児童なので、K-Sonar™を使用するこ

とへの意欲が強く、自分で動かして色々な音を聞き、場所

を確かめる行動が多く見られました。 

●K-Sonar™を活用した指導では、まずは日頃から生活してい

る場所の音を聞くことから始めました。対象児は日頃から

体育館で壁にぶつからずに走り回っていますが、それは体

育館の広さに対する感覚的なもので、初めての場所では壁

にぶつかることも多いです。エコーロケーション能力を大

いに活用して生活しているとは言い難い状況です。対象児

は K-Sonar™を使用すると、直進することで壁にだんだん近

づいているという状況がよく理解でき、距離が音の変化で

わかるということは感覚的にも理解しやすかったようで

す。   

●自立活動の指導の中で方位の学習では、左右方向への移動

が難しく、前後にずれてしまうことが多かったのですが、

K-Sonar™で壁の音を聞きながら移動することで、音を一定

に保ちながら歩く感覚から横に移動することが感覚的に理

解できたようでした。 

●音に対しては敏感な感覚をもっているので、距離や身体の

向きの変化による尐しの音の変化も感じることができたよ

うです。 

●K-Sonar™は、素材によって音が変化するので、触らなくて

も壁の切れ目や壁と非常扉の境目がわかることや、体育館

の上部には窓やカーテンがあることなどを知ることができ

ていました。 

●K-Sonar™は、広い空間の中で、人がどこにいるか、障害物

●今後の課題としては、第一

に、K-Sonar™の形状があげ

られます。現状では手で持

たなくてはならないため、

両手を使って活動すること

が制限されることがありま

す。日常生活や遊びの中で

活用するには、両手が自由

に動かすことのできる形状

でないと危険も伴います。

私が指導した対象児は児童

のため、白杖に取り付けて

歩行するという目的での使

用は行いませんでした。鬼

ごっこやボール遊びなどの

場面では両手を使えるよう

な状況が望ましいと思いま

す。また、重さや大きさの

面でも、長時間の使用やス

ムーズなスキャニングが難

しい状況がありました。イ

ヤホンの使用も長時間はつ

らい様子がありました。 

●次に、指導面においては、

学習の中でどの時期に導入

をしていくのかが課題にあ

げられます。小学部低学年

においては、保持の仕方、

スキャニングの仕方などの

基礎的な技術を身に付け、

遊びに利用していくにもあ

る程度の指導時間が必要に

なります。また、自分と物

体の位置関係の再生をして

いくには、環境再生の基礎

が必要となっていくため、
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がどこにあるかを音によって知ることができ、回避できる

ことや友だちを呼ばなくてもどこにいるかがわかることに

喜びを感じている様子がありました。 

●K-Sonar™の動きを追う学習の中では、人の動きは自分の動

く感覚で理解できていたようですが、ボールの動きは自分

の想像とは違う部分があったようです。ボールが転がって

いる様子（軌跡）、飛んでいく様子（軌跡）、転がったボー

ルが尐しずつスピードがゆっくりになって止まることなど

を伝えることができました。壁にボールがぶつかるとどの

ように動く（はねかえる）のかも初めて知ったことの一つ

でした。 

●触ることのできない動きのあるものを指導する際にも有効

であると感じました。今後は交差点などの自動車の動きも

利用できると感じました。 

低学年の段階では、環境に

興味をもっていくための教

材として使用していき、自

立活動の指導と関連づけな

がら K-Sonar™を活用してい

くことが必要であると感じ

ました。 
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3  開発された指導プログラム 

  視覚に障害のある児童生徒等に対する K-Sonar™の指導プログラムを開発するにあたって、北海道内

の視覚障害特別支援学校 5校の研究協力者に各 1台の K-Sonar™を貸与した。各研究協力者には、貸与

した K-Sonar™を活用して、児童生徒の発達段階及び興味・関心等に応じた、「遊び」をキーワードとし

た児童生徒が主体的に楽しく取り組める指導プログラムを工夫・創案するよう依頼した。 

なお、平成 22年 10月 2

日及び 3日、北海道文教大

学で開催した「K-Sonar™講

習会」時には、ポールを使

用した基礎的な練習の方

法（図 12 視覚障害者のた

めのリハビリテーション

「Ⅲ電子機器を活用した

歩行訓練」日本ライトハウ

ス（12） 昭和 54年（12）より

引用）も実技伝達したが、

研究対象児の指導におい

てはこのような訓練的要

素を可能な限り省き、楽し

い「遊び」の要素を含んだ

多様なプログラムを工

夫・開発するよう依頼した。 

その結果、本項に掲載し

ている「距離情報を身に付

けるプログラム7事例」「素

材情報を身に付けるプロ

グラム 2事例」「距離情報

及び方向情報を身に付け

るプログラム 18事例」「距

離情報及び素材情報を身

に付けるプログラム 3事例」「素材情報及び方向情報を身に付けるプログラム 3事例」「距離情報及び

方向情報、素材情報を身に付けるプログラム8事例」、計6カテゴリー41事例を整理することができた。 

したがって、K-Sonar™を指導する視覚に障害のある児童生徒を指導する教師は、本稿で整理した指

導プログラムの 6カテゴリー41事例について、児童生徒等の発達段階及び興味・関心等に応じ、メニ

ュー方式で取捨選択したり、組み合わせたり、指導プログラム内容をヒントとして、さらに工夫等す

ることが大事である。 

 

 

 

図 12 ポールを使用した Sonicguide™の基礎的訓練 
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（1）「距離情報」を身に付けるためのプログラム 

   7事例は、保護者の承諾の上、実践・整理した内容である。 

プログラム名：「遠いのどっち」 

事例提供者名：坪川 寛司 学校名：北海道函館盲学校 

活動のねらい：K-Sonar™を使い環境構成物までの距離の違いを把握することができることを理解する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

  ・壁にはさまれた場所で行ない、前後（左右）のどちらが近く（遠く）に壁があるかを K-Sonar™で当てる。 

 

② 具体的な内容・方法 

  ・対象児を壁の近くに壁と直角になるように立たせる。 

・あらかじめ、その場所にコーンなどの目印を置いておく。 

 

 

  ・指導者から左右に壁があり、それぞれを K-Sonar™を当てて距離の遠い方をあてるように教示する。 

このときに、音の高低で距離の遠近を把握できることを伝える。 

  ・対象児に K-Sonar™を正面に構えて右と左を向かせ、それぞれの音を聴かせる。 

 

 

 

 

 

  

 ・対象児が壁までの距離が遠い方を発見することができ、指導者にそれを伝えて壁まで歩き距離が遠いことを確か 

めることができれば終了とする。  

 

 

 

   

活動の評価の視点（事例指導者） 

・音の高低で壁までの距離の遠近を把握できたか。 

・K-Sonar™で距離の遠近が把握できることを理解できたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「近い方は音が高いのでよくわかった。」 
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プログラム名：「壁ぎりぎり度胸試し」 

事例提供者名：坪川 寛司 学校名：北海道函館盲学校 

活動のねらい：K-Sonar™を使い距離の遠近の変化を把握することができることを理解する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

・K-Sonar™を使いながら、壁へ向かっていきぶつかる前に止まり、壁までの距離を競う。短い方が勝ち。 

 

② 具体的な内容・方法 

  ・壁のある場所から３～５ｍほど離れた場所に対象児を誘導する（壁のある場所の方を向かせる）。 

 

 

 

 

 

 

  ・指導者から、前方に壁があり、それを K-Sonar™で見つけ、ぎりぎりまで近づくように教示する。 

このときに、音の高低で壁までの距離を把握できることを伝える。 

  ・対象児に K-Sonar™を前方に構え、壁に当て音を聴きながら前進させる。 

 

 

 

 

 

 

  ・対象児が壁のぎりぎり近くと思うところで止まり、指導者にそれを伝えて、手で壁を触り壁までの距離を確かめ 

ることができれば終了。 

   ※激突防止のため、指導者は近くで安全確保 

 

 

 

 

活動の評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™を前方に構え、水平に保持しながら歩くことができたか。 

・音の高低で壁までの距離を把握できたか。 

・K-Sonar™で物体までの距離が把握できることを理解できたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「壁が近づくにつれ音が高くなっていくのでわかりやすかった。」 

 



23 

 

プログラム名：「段差をみつけよう」 

事例指導者  ： 楢山 正太 学校名：北海道札幌盲学校 

活動のねらい ：音の変化を聞きながら段差を見つける。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

  ・K-Sonar™ を前方下向き４５°に構え段差に向かって歩く。 

  ・音の変化があったら、床面に対して垂直方向にスキャニングする。 

  ・段差の位置を特定し、脚で確認する。 

 

② 具体的な内容・方法 

  ・K-Sonar™ を正中線上で構える。 

  ・段差に対して垂直に立たち、ゆっくりと前進する。 

  ・音の変化がしたら止まり、床面に対して垂直方向にスキャニングする（写真１）。 

  ・段差の位置が特定できたら、脚が届く位置まで前進し、脚で確認する（写真２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・床面に対する垂直方向のスキャニング動作ができたか。 

 ・ゆっくりと音を確認しながらスキャニングを行うことができたか。 

 ・音の変化に気付き、スキャニングの幅を徐々に狭めることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・「あっ！ここだ！」とすぐに聞き分けることができた。 

写真１ 写真２ 
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プログラム名：「かわしてボール」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： 自分に近づいてくる物を、K-Sonar™の音の変化により把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

  ・前方から自分に近づいてくるボールを K-Sonar™で把握し、タイミングよくボールをよける。 

 

② 具体的な内容・方法 

・ボールの（素材の）音を事前に把握する。 

・自分に向かって転がってくるボールを K-Sonar™で把握する。 

  ・K-Sonar™の音の変化でボールとの距離を感じ取り、タイミング良くよける。 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の変化により、ボールとの距離を感じ取り、タイミング良くボールをかわすことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「今、ボールはこっちに行きましたよね？」等、毎回ボールの動きを確かめ、ボールをかわすために調整しようとす 

る意識が発言から見てとれた。 
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プログラム名： 「ジャンボボールをキック！」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： 前方から自分に近づいてくる物を、K-Sonar™の音の変化により把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

  ・前方から自分に近づいてくるボールを K-Sonar™で把握し、タイミングよくボールを蹴る。 

 

② 具体的な内容・方法 

・ボールの（素材の）音を事前に把握する。 

・自分に向かって転がってくるボールを K-Sonar™で把握する。 

  ・K-Sonar™の音の変化でボールとの距離を感じ取り、タイミング良く蹴る。 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の変化により、ボールとの距離を感じ取り、タイミング良くボールを蹴ることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「どれくらいずれてました？」等、毎回ボールの動きを確かめ、ボールを蹴るために調整しようとする意識が発言から 

見てとれた。 
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プログラム名：「サッカー ボールをキック！」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： 前方から自分に近づいてくる物を、K-Sonar™の音の変化により把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

  ・前方から自分に近づいてくるボールを K-Sonar™で把握し、タイミングよくボールを蹴る。 

② 具体的な内容・方法 

  ・ボールの（素材の）音を事前に把握する。 

・前方から自分に向かって転がってくるボールを K-Sonar™で把握する。 

  ・K-Sonar™の音の変化でボールとの距離を感じ取り、ボールをタイミング良く蹴る。 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の変化により、ボールとの距離を感じ取り、タイミング良くボールを蹴ることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・ボールをタイミング良く力強く蹴れたときは、とても嬉しそうであった。 
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プログラム名：「棒はどこかな」 

事例指導者  ： 神野 紋子 学校名：北海道帯広盲学校 

活動のねらい ：広い空間の中に立っている棒を探すことができる。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・対象児の前方（１８０度）に立っている棒を探して、 

つかむ。 

 

②具体的な内容・方法 

・鉄のポールの音を確認する（近づいていくと音がど 

う変わるか。ぶつかる前につかむ練習もする）。 

・対象児が５秒数えている間に、ポールを移動する。 

・前方をスキャニングして、ポールを見つけ、つかん 

だら終了。 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・空間にある鉄のポールを K-Sonar™ でみつけることができたか。 

 ・音を聞きながらポールに近づき、音の変化を聞いてぶつかる前にポールをつかむことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・「ポールの音がおもしろい音だった。」 

 ・「ポールを見つけるのはとっても簡単だった。だけど、歩いて行く時になくなってしまってまた探した。」 

 ・「（周りに）いっぱい並んでて、ぐるっとまわったら、音が楽しそう。」 
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（2）「素材情報」を身に付けるためのプログラム 

   2事例は、保護者の承諾の上、実践・整理した内容である。 

プログラム名：「神経衰弱」 

事例提供者名：坪川 寛司 学校名：北海道函館盲学校 

活動のねらい：K-Sonar™を使い素材の違いを把握することができることを理解する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

  ・K-Sonar™で机に置かれた鉄や木、紙などの素材を貼ったカードを調 

べ、同じ素材のカードを見つけてペアにしてとっていく。 

 

② 具体的な内容・方法 

  ・素材のカードを机上に並べる。 

（素材の種類は実態に応じて） 

・指導者から机上に違った素材のカードが置いてあるので、 

それぞれに K-Sonar™を当てて調べるように教示する。 

音色の違いで素材の違いを把握できることを伝える。 

 

 

・対象児に１つずつカードに K-Sonar™をあてさせて、 

音色の違いを確かめさせる。 

 

 

 

 

 

・対象児が同じ音色のものを探し、そのカードを実際に 

触って素材が同じであれば、カードを机上から手元に 

取っていく。すべてのカードを手元に取れば終了。 

 

 

 

活動の評価の視点（事例指導者） 

・音の違い素材の違いを把握できたか。 

・K-Sonar™で素材の違いを把握できることを理解できたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「布はわかりやすかった。」、「プラスティックと金属は似ていてわかりにくかった。」 
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プログラム名：「 この音なに？」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： 素材による音の変化を感じ取る。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

  ・教室にある様々な物を K-Sonar™で探索し、素材による音の違いを感じ取る。 

② 具体的な内容・方法 

  ・教室内の机、椅子、ラジカセなどの教室内の物品を K-Sonar™で観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・素材による音の違いを感じ取ることができたかを口頭で説明。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「素材で音が変わりますね。」 
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（3）「距離情報と方向情報」を身に付けるためのプログラム 

   18 事例は、保護者の承諾の上、実践・整理した内容である。 

プログラム名：「どっちが高いかな！」 

事例提供者名：坪川 寛司 学校名：北海道函館盲学校 

活動のねらい：K-Sonar™を使い、物の長さを把握することができることを理解する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・2 人の人間等の身長を K-Sonar™を上下に動かしながら比べる。 

 

 ② 具体的な内容・方法 

   ・二人の人（人形やブロック等でも可）を並べて立たせておき、 

そのすぐ前方に対象児を誘導する。 

 

 

 

 

・指導者から、対象児に前方にいる人（物）に K-Sonar™を当て、K-Sonar™を水平に保ったまま上にずらしてい

き、人の反応がなくなる場所を調べて、2 人の身長を比べて、高い方を知らせるように教示する。このときに、

音が変化した場所（高さ）で人の身長（物の高さ）を把握できることを伝える。 

   ・対象児に、K-Sonar™を上下に動かしながら、2 人の身長（物の高さ）を比べさせる。 

  

 

 

 

 

   ・対象児が身長の高い方を見つけることができ、指導者にそれを伝えて、2 人の身長を触って高さを確かめること 

ができれば終了。 

    

 

 

 

活動の評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™を前方に構え、水平に保ったまま上下に動かすことができたか。 

・音の高低で人（物）の有無を把握できたか。 

・K-Sonar™で人（物）の長さが把握できることを理解できたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「高さを比べるときに、K-Sonar™の当て方が難しかった」、「高さの違いはわかった。」 
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プログラム名：「洞窟探検」 

事例提供者名：坪川 寛司 学校名：北海道函館盲学校 

活動のねらい：K-Sonar™を使い地面の状況を把握することができることを理解する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・床に開いた穴（地下倉庨への入り口等）を K-Sonar™で見つける。 

 

② 具体的な内容・方法 

・床に穴のある場所から３～５ｍほど離れた場所に対象児を誘導する    

    （穴のある場所の方を向かせる）。 

 

 

 

 

 

・指導者から前方の床に穴があり、それを K-Sonar™で見つけるように教示する。 

このときに、音の高低で穴の存在を把握できることを伝える。 

 

 

   ・対象児に床面をスキャンさせながら前進させる。 

 

 

 

   ・対象児が穴を発見することができ、指導者にそれを伝えて、その穴を触ってあることを確かめることができれば 

終了。 

    

※落下防止のため、指導者は近くで安全確保 

 

 

 

 

活動の評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™を前方に構え、床面をスキャンしながら歩くことができたか。 

・音の高低で穴の存在を把握できたか。 

・K-Sonar™で地面の状況が把握できることを理解できたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「音で穴があるのがわかった。」「探すのはちょっと難しかった。」 
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プログラム名：「運転手は君だ！」 

事例提供者名：坪川 寛司 学校名：北海道函館盲学校 

活動のねらい：K-Sonar™を使い壁までの距離と方向を把握することができることを理解する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・正方形の空間もしくは四角になっている廊下で電動自動車の遊具（無ければ後ろから三輪車等をゆっくり押す） 

で前進し、壁が近くなったらハンドルを切り、角を曲がって一周する。 

 

 ② 具体的な内容・方法 

   ・壁のある場所から３～５ｍほど離れた場所に乗り物に乗った 対象児を 

  誘導する（壁の方を向かせる）。 

 

 

 

 

 

 

   ・指導者から前方に壁があり、K-Sonar™で音を聴いて距離が近くなったらハンドルを切るように教示する。この 

ときに、音の高低で壁までの距離を把握できることを伝える（１つの角で何度か曲がる練習して）。 

   ・対象児の乗った乗り物を前進させ、K-Sonar™で壁まで近くなったら、ハンドルを切って曲がる。 

    ※激突防止のため、指導者は近くで安全確保する。 

 

 

 

 

 

 

   

   ・対象児が４回角を曲がったら、指導者にそれを伝えることができれば終了。    

活動の評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の高低で、壁までの距離の遠近を把握することができたか。 

・音の高低が壁の近くでハンドルを切って曲がることができたか。 

・K-Sonar™の音で広がっている空間を把握し、進行方向を定めることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「自分で自転車に乗ることができたので楽しかった。」、「壁があるのがわかった。」 
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プログラム名：「ころがしドッチボール」 

事例指導者  ： 神野 紋子 学校名：北海道帯広盲学校 

活動のねらい ：前方から転がってくるボールをよける。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・対象児の前方５ｍから転がしたボールを、K-Sonar™で動きを追い、ぶつかる前によける。 

 

 

 

 

 

 

 

② 具体的な内容・方法 

・ボールの音を確認する。 

   ・対象児の前方５ｍからボールを転がし、K-Sonar™を使って動きを追う。 

・ぶつかる前によける。 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・ボールの動きを K-Sonar™で追うことができたか。 

 ・ボールにぶつかる前によけることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・「先生が持っているときは、ボールは見つけられなかったけど、転がってきたときは、ボールを見つけることが出来、 

蹴ることができた。」 

 ・「K-Sonar™を動かさなくても、（自分の）前に K-Sonar™をむけておいたら、ボールが来たのがわかった。」 

 ・「キャッチするよりもよける方が簡単にできた。」 

 ※この活動の後に『ボールキャッチ』がうまくできるようになった。 

ボールの動きを K-Sonar™で追い続けるよりも、前方のポイントにむけておいて、転がってきたボールを見つける方 

がやりやすい様子だった。 

  ゆっくりのスピードで、近距離（３ｍ程度）あれば、追い続けることができた。 
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プログラム名：「テレビの角をみつけよう」 

事例指導者  ： 楢山 正太 学校名：北海道札幌盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™ をスキャンし、音の変化を聞きながら物体間の境目を見つける。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・壁から離れた位置にあるテレビと、壁との音の違いに気付く。 

   ・スキャニングしながら、音の変化が起こる位置を特定する。 

   ・特定した位置を手で確認し、テレビの縁であることを確認する。 

 ② 具体的な内容・方法 

   ・K-Sonar™ の持ち方（写真１）、スキャニングの仕方を確認する。 

   ・実際にテレビの縁の前方に立ち、教師と共にスキャニングをし、 

音の変化に気付く。 

    ※教師はモニターで K-Sonar™の音を聞き、音の変化に気付く 

ように効果的な声がけを工夫する。 

   ・スキャニングする範囲を徐々に狭めて、音の変化が起こる位置を 

    特定する。（写真２） 

   ・音の変化が起こる境目に K-Sonar™を向けたまま、もう一方の手で 

    K-Sonar™ の上をなぞりながら、真っ直ぐに手を伸ばし、      

テレビの縁であるか確認する。（写真３） 

  

 

 

・テレビの端の位置からずれている場合には、 

ずれていることを手で確認し、正確な位置に 

K-Sonar™を向けさせ、音を確認させる。 

   ・以上を繰り返し、物体間の境目を特定する練習を行う。 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・K-Sonar™をおへその前で、自己の向きと正対させて持つことができたか。 

 ・スキャニングはゆっくりと音を確認しながら行うことができたか。 

 ・音の変化に気付き、スキャニングの幅を徐々に狭めることができたか。 

 ・K-Sonar™を対象に向けたまま、もう一方の手で K-Sonar™が向いている方向に手を出すことができたか。 

 ・音の変化が起こる境目を特定することができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・音の違いが分かりやすかった。 

 ・角を見つけられたときはうれしかった。 

写真１ 

写真２ 

写真３ 
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プログラム名：「リンボーダンス」 

事例指導者  ： 神野 紋子 学校名：北海道帯広盲学校 

活動のねらい ：鉄の棒の高さを K-Sonar™でとらえる。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・対象児の前方に鉄棒を置き、横棒の位置を K-Sonar™で探してぶつからないようにくぐる。 

 

 ② 具体的な内容・方法 

・鉄棒の横棒の音を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・K-Sonar™で横棒の位置を捉えながら、ぶつからないようにくぐる。 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・空間にある横棒の位置を K-Sonar™で捉えることができたか。 

 ・横棒を K-Sonar™で確認しながら、ぶつからないようにくぐることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・「横棒はすぐに見つかった。」 

 ・「K-Sonar™を縦にふるのが難しかった。」 

 ・「棒があるのはみつかったけど、音を聞きながらくぐるのはできなかった。触ったら細い棒だったけど、音を聞くと太 

い棒に感じた。」 
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プログラム名： 「『真正面』て何のこと！」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™の音の変化により、壁に正対するとともに、壁との距離感をつかむ。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・K-Sonar™を左右にスキャニングしながら、教室や体育館で壁へ向かって、「真正面」に歩き、ぶつかる前に静止 

する。 

 

② 具体的な内容・方法 

・壁に「真正面」に向かって、歩くよう指示する（安全確保のため、必ず教師も横などで支援）。 

   ・K-Sonar™をスキャニングして、音が一番高くなるよう、体の向きを修正し続けるとともに、 

    音のピッチの変化により、「壁だな」と思ったところで生徒は静止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の変化により、壁との距離を把握することができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「うぉー、壁がありました。」 
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プログラム名：「 Hey！ポール」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： ポールのある方向、距離を K-Sonar™で把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・ポール（１本）がどこにあるかを K-Sonar™で探し出し、その方向へ歩いていき、手でポールをつかむ。 

②  具体的な内容・方法 

・生徒から５ｍほどの距離のところにポールを立てる。 

   ・K-Sonar™でポールを探し出し、その方向へ歩き、ポールをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の変化を読み取り、ポールのある方向へ歩くことができたか。 

・ポールとの距離を K-Sonar™で読み取り、ポールをつかむことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・ポールを掴んだら、嬉しそうな表情をした。 
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プログラム名： 「ボールはどこだ！」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： 横方向から自分に近づいてくる物を、K-Sonar™の音の変化により把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・横方向から自分に近づいてくるボールを K-Sonar™で把握し、タイミングよくボールを蹴る。 

② 具体的な内容・方法 

   ・ボールの（素材の）音を事前に把握する。 

・横方向から自分に向かって転がってくるボールを K-Sonar™で把握する。 

   ・K-Sonar™の音の変化でボールとの距離を感じ取り、タイミング良く蹴る。 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の変化により、ボールとの距離を感じ取り、タイミング良くボールを蹴ることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・前方からよりもタイミングが難しいため、自分の足の振りとボールがどれくらいずれているかを確かめる発言が多か

った。 
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プログラム名：「助走でシュート！」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： 前方にある物体に自分から近づき、K-Sonar™の音の変化により把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・前方にあるボールを K-Sonar™で把握し、自分から近づきボールを蹴る。 

② 具体的な内容・方法 

・ボールの（素材の）音を事前に把握する。 

   ・ボールのある方向、距離を K-Sonar™で把握し、自分から近づいていく。 

   ・K-Sonar™の音の変化でボールとの距離を感じ取り、ボールを蹴る。 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の変化により、ボールのある方向、距離を感じ取り、ボールを蹴ることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・ボールを力強く蹴れたときは、とても嬉しそうであった。 
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プログラム名： 「センタリングボールをシュート！」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： 横方向から自分に近づいてくる物を、K-Sonar™の音の変化により把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・横方向から自分に近づいてくるボールを K-Sonar™で把握し、タイミングよくボールを蹴る。 

② 具体的な内容・方法 

・ボールの（素材の）音を事前に把握する。 

・横方向から自分に向かって転がってくるボールを K-Sonar™で把握する。 

   ・K-Sonar™の音の変化でボールとの距離を感じ取り、ボールをタイミング良く蹴る。 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の変化により、ボールとの距離を感じ取り、タイミング良くボールを蹴ることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・ボールをタイミング良く力強く蹴れたときは、とても嬉しそうであった。 
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プログラム名：「 K-Sonar™でスラローム大会」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™により、ポールの位置と距離を把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・等間隔に並べられたポールを K-Sonar™により探索し、かわして歩行する。 

② 具体的な内容・方法 

・ポールを等間隔に並べる（３～５ｍ間隔）。 

・K-Sonar™でポールを把握しながら、ぶつからないようにスラロームして歩く。 

   ・最後のポールを手でつかんだらゴール。 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™の音の変化により、ポールのある方向、距離を把握し、ポールにぶつからないように歩くことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・１回目の挑戦でスムーズに歩行し、最後のポールをつかむことができた。 
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プログラム名：「広い空間で細い棒を見つけてつかもう」 

事例指導者  ： 楢山 正太 学校名：北海道札幌盲学校 

活動のねらい ： 広い空間で K-Sonar™をスキャニングしながらポールを見つけ、つかむことができる。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

  ・児童は体育館の中央で K-Sonar™を構え、スキャニングを 

してポールを探す。 

  ・ポールの反応があれば、1～２歩近付き、音が低くなる 

ことに気付く。 

  ・ポールに K-Sonar™を向けたまま歩み寄るが、音がなくな 

った場合は止まって再度スキャニングを行う。 

  ・音が低くなったら、K-Sonar™の上から手を伸ばし、ポー 

ルをつかむ。 

 

 ② 具体的な内容・方法 

  ・K-Sonar™の持ち方、スキャニングの仕方を確認する。 

  ・児童から４ｍ程度離れた位置にポールを立てる。 

  ・児童にスキャニングさせる（対象が細いため、 

ゆっくりとスキャニングするよう指導する。）（写真１）。 

  ・ポールを特定できたら、１～２歩あゆみ寄り、音が低く 

なることに気付く。 

    ※音が低くなった場合は対象に近い位置にいることを 

事前に指導済み。 

  ・ポールに K-Sonar™を向けたまま歩み寄るが、音がなくな 

った場合は止まって再度スキャニングを行う。 

  ・ポールの音が低くなり、手の届く位置まで来たら、再度 

スキャニングをし、ポールの縁を探す。 

  ・ポールの縁を特定し、K-Sonar™の上をなぞるように手を 

伸ばし、ポールを握る（写真 2）。 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・スキャニングで見つけた対象物に近付く際、K-Sonar™が外れたときは、その場で止まり、再度スキャニングし直 

すことができたか。 

 ・ポールに手が届く距離の音を聞き分けることができたか。 

 ・ポールの位置を特定し、手を伸ばしてつかむことができたか（手を左右に振るなどの探索行動の有無）。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・歩きながらスキャニングしてしまって、方向がわからなくなったことがあった。 

 ・手が届く距離の音は低くて、聞き取りにくかった。 

写真１ 

写真２ 
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プログラム名：「 まっすぐ歩いてみよう」 

事例指導者  ： 米沢 新 学校名：北海道旭川盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™を使って一定の距離をまっすぐに歩く。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

・呼ばれた人を K-Sonar™で確認し、その所までまっすぐに歩く。 

 

② 具体的な内容・方法 

・10 数メートル離れた場所から対象児に声をかけ方向を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

   ・K-Sonar™を使って呼ばれた人の方向にスキャンしながら、方向を失わないようにまっすぐ歩く。 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™を使って一定の距離をまっすぐに歩くことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・始めのうちは曲がって歩いてしまうことがあったが、まっすぐ上手に歩くことができたときうれしかった。 
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プログラム名：「 ミニチュアボードでポールの配置をしよう」 

事例指導者  ： 米沢 新 学校名：北海道旭川盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™を使い、ポールの位置や方向を把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・K-Sonar™を使い、ポールの位置関係や方向等を音色の違いから把握し、ボードのミニチュアで位置を示す。 

 ② 具体的な内容・方法 

   ・前方約１ｍにポールを配置し、K-Sonar™で 

その場から位置と方向を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

   ・２本目のポールを配置し、K-Sonar™でその場から位置と方向を確認し、ミニチュアボードで示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™でポールの位置関係を把握し、ボードのミニチュアに示すことができる。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「左に棒があった」「見つけた」等と K-Sonar™で見つけた棒の位置を話すことができた。また、その後にミニチュア 

ボードで、基準の真ん中にあるポールの左右どちらに２本目のポールがあるかを確認して示すことができた。 
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プログラム名：「棒を全部見つけるぞ！」 

事例指導者  ： 米沢 新 学校名：北海道旭川盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™を使って、棒のある方向や距離について把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

・棒がどこにあるかを K-Sonar™で見つけ出し、その方向へ歩いて近づき棒をつかむ。 

・慣れてきたら複数を直線や扇状に配置して行う。 

 

② 具体的な内容・方法 

・数メートル離れた場所にある棒を K-Sonar™で見つけ出し、歩いて近づき棒をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・慣れてきたら、縦方向に配置された棒をジグザグに歩いたり、横方向の直線上に配置された複 

数の棒や、扇状に配置された複数の棒を見つけたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™を前方に構え、水平に保ったまま左右に動かしてスキャンすることができたか。 

・K-Sonar™の音の変化から、棒を見つけ出すことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・棒を見つけて近づいて、上手に握ることができたときうれしかった。 
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プログラム名：「射的！！太鼓を打て！！」 

事例指導者  ： 楢山 正太 学校名：北海道札幌盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™を使って標的の位置を確認し、鉄砲で的を射抜く。 

活動内容・方法 

① 活動の概要  

   ・ピストルの上に K-Sonar™を固定し、 

一体化させる（写真 1・2） 

   ・ピストルを両手で持ち、K-Sonar™ 

の音を確認しながら、スキャニング 

する。 

   ・ねらいを定めて、ピストルを発射する。 

 

②  具体的な内容・方法 

   ・太鼓に K-Sonar™を向けたときの音を確認する。 

・児童から４ｍ程度離れた位置に太鼓を２台置く（写真３）。 

・ピストルを両手で持ち、K-Sonar™の音を確認しながら、 

スキャニングする。 

   ・右の太鼓と左の太鼓の位置を確認する。 

   ・右か左の太鼓を選び、ねらってピストルを発射する。 

   ・太鼓に当たると、「ドーン」と音が鳴るので、当たったことを 

確認する。 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・できるだけ中心に当てるよう、スキャニングすることができたか。 

 ・的からはずれたときに、どちらにはずれたかがわかったか。 

 ・的との距離を徐々に離しても、的に当てることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・「すごい楽しい！これなら、弟と一緒に遊べる。これほしい！」 

 

 

 

 

 

写真１ 写真２ 

写真３ 
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プログラム名：「射的！！犯人逮捕！！ 」 

事例指導者  ： 楢山 正太 学校名：北海道札幌盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™を使って標的の位置を確認し、鉄砲で的を射抜く。 

活動内容・方法 

① 活動の概要  

   ・ピストルの上に K-Sonar™を着け、一体化させる。 

   ・ピストルを両手で持ち、K-Sonar™の音を確認しながら、スキャニングする。 

   ・犯人役の先生を見つけて、ピストルを発射する。 

 

② 具体的な内容・方法 

   ・児童は警察役 

・児童から４ｍ程度離れた位置に 

犯人が潜んでいるという設定で、 

K-Sonar™でスキャニングし、犯 

人を見つけて、撃つ。ただし、 

弾に限りがあるので、慎重に狙う。 

・ピストルを両手で持ち、K-Sonar™  

の音を確認しながら、スキャニング 

する。 

・ピストルの弾があたったら、犯人は声を出して倒れる。 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・ごっこ遊びを楽しみ、K-Sonar™を積極的に活用し、犯人役の教師を見つけることができたか。 

 ・犯人は立った姿勢だけではなく、しゃがむこともあるので、上下のスキャニングも取り入れることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・「犯人やっつけたー！こんど、これでクラスのみんなで対戦したい！」 
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（4）「距離情報」と「素材情報」を身に付けるためのプログラム 

   3事例は、保護者の承諾の上、実践・整理した内容である。 

プログラム名：「教室の音を聞いてみよう」 

事例指導者  ： 神野 紋子 学校名：北海道帯広盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™を使って、教室の中で自由に音を聞く。 

活動内容・方法 

 

 

① 活動の概要 

   ・教室の中で K-Sonar™をつかって色々な音を聞く。 

 

 

② 具体的な内容・方法 

・教室の席に座って、K-Sonar™を色々な方向にむけて音を楽しむ。 

・触ってみたい音の物があったら、触って確かめてみる。 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・教室の中でいろいろな音を探すことができたか。 

・色々な素材の物の音の違いを感じることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「ファンファンという音がするものがあった。」 

・「動かすと音が色々と聞こえておもしろかった。」 

・「横や縦に早く動かすとおもしろい音がした。」 
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プログラム名：「 忍者さがし」 

事例指導者  ： 神野 紋子 学校名：北海道帯広盲学校 

活動のねらい ： 壁と人の音の違いを聞き分け、壁に立ってかくれている人を探す。 

活動内容・方法 

① 活動の概要   

・体育館の壁と人の音の違いに気づく。  

・K-Sonar™で捉えた音（人の音）に向かって歩く。 

・音の変化を聞き、近づいたことを確認してタッチする。 

 

② 具体的な内容・方法 

・K-Sonar™を使って人の音を聞き、音を覚える。 

・木の壁と人の音の違いを覚える。 

・対象児が５秒数えている間に、忍者は壁に隠れる。 

・壁に向かって一定の距離を保ちながら横に移動し、忍者を見つける。 

・忍者を捉えたまま、忍者の方に歩き、近づいたことを音で確認してぶつかる前にタッチする。 

活動評価の視点（事例指導者） 

・人の音と壁の音の違いに気がつくことができたか。 

・人に近づいていく時の音の違いに気づくことができたか。 

・近づいていくときの音の違いに気づき、ぶつかる前にタッチすることができたか。 

・K-Sonar™で捉えた対象物（人）に向かって、歩いて行くことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「近づいていくと、音が変わっていくのが楽しかった。」 

・「ぶつかる前の音を覚えるのが難しくて、ぶつかってしまったけど、タッチできた。」 

・「忍者を見つけても、歩いているうちにいなくなって（見失って）探し直した。後から、音が変わっていくことを思い

出した。」 

・「忍者ごっこみたいで楽しかった。忍者にもなりたい。」 
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プログラム名：「 教室の音を聞いてみよう」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： 素材や距離による音の変化を感じ取る。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・教室内の環境を K-Sonar™で探索し、素材による音の違いや距離による音の変化を感じ取る。 

 

② 具体的な内容・方法 

   ・教室内の黒板、壁、天井、ロッカー、カーテン等（教室の環境）を K-Sonar™で観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・素材によって音に違いがあることを感じ取ることができたかを対象生徒の発言によって評価する。 

・K-Sonar™と物体との距離によって、音の高低が変化することを感じ取ることができたかを対象生徒の発言によって

評価する。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「コート掛けの素材は、木なんですね。木と同じ音がしました。」 

・「水道管は、今までに聞いたことがない初めての音でした。」 

 



51 

 

 

（5）「素材情報と方向情報」を身に付けるためのプログラム 

3事例は、保護者の承諾の上、実践・整理した内容である 

プログラム名：「変わり身」 

事例提供者名：坪川 寛司 学校名：北海道函館盲学校 

活動のねらい：K-Sonar™を使い人と物の違いを把握することができることを理解する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

・人形と人を置き、どちらが人形かを見分ける。慣れてきたら複数を一列に配置して行なっても良い。 

 

② 具体的な内容・方法 

  ・人と人形（ブロック等でも可）を並べて立たせておき、 

そのすぐ前方に対象児を誘導する。 

 

   ・指導者から、対象児に前方にいる人と人形に K-Sonar™を当て、人を見つけたら知らせるように 

教示する。 

このときに、指導者自身に K-Sonar™を当てた音色を何度か聴かせて、音色の違いで人かどうか 

を把握できることを伝える。 

・対象児に、前方の人と人形に K-Sonar™を当てながら、2 つの音色を比べさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・対象児が物の音色と違う方を見つけることができ、 

指導者にそれを伝えて、選んだ方を触って人である 

ことを確かめることができれば終了。 

 

   

 

活動の評価の視点（事例指導者） 

・音色の違いで人と物の違いを把握できたか。 

・K-Sonar™で人と物の違いを把握できることを理解できたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「人とブロックは違いがわかりやすかった。」 
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プログラム名：「ケンケンパで遊ぼう」 

事例提供者名：坪川 寛司 学校名：北海道函館盲学校 

活動のねらい：K-Sonar™を使い地面の状況を把握することができることを理解する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

  ・床に床と違う素材の盤をケンケンパができるように配置し、K-Sonar™で次に踏む場所に円盤が 

一つか二つかを判断し、両足もしくは片足で踏んでいく。 

 

② 具体的な内容・方法 

  ・床に素材の違う盤を配置し、並べ始めの盤の端に対象児を 

誘導する。（盤の並べてある場所の方を向かせる） 

 

 

・指導者から前方の床に盤が並べてあり、それを K-Sonar™で見つけ、踏んでいくように教示す 

る。このときに、音色の変化で盤の存在を把握できることを伝える。 

   ・対象児に床面をスキャンさせ、直前の盤が１枚か、2 枚か把握させ、踏んでいき確かめながら前 

進させる。 

 

 

 

 

 

 

 

    ・対象児が直前の盤について、数や有無を確かめながら、最後の盤まで踏んでいき、指導者に次 

 の盤がないことを伝え、触って無いことを確かることができれば終了。 

 

 

 

 

活動の評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™を前方に構え、床面にある盤を確かめながら踏んでいくことができたか。 

・音色の違いで盤の存在を把握できたか。 

・K-Sonar™で地面の状況が把握できることを理解できたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「盤と床の違いはわかった。」、「盤を足で踏んでいくことが難しかった。」 
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プログラム名：「好き嫌いゲーム」 

事例指導者  ： 米沢 新 学校名：北海道旭川盲学校 

活動のねらい ： 自分の向かいにいる人との位置関係や動きを把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

・椅子に座り向かい合っている人との位置や動きを観察する。 

 

② 具体的な内容・方法 

・椅子に座り、向かい合っている人の位置や距離について K-Sonar™を使って把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「Yes」か「No」になる答えの質問をして、相手に首を縦か横に振ってもらう。 

その動きを K-Sonar™で確認し、質問の答えを突き止める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・向かいに座った人の位置や動きの違いを観察することができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・首を縦や横に動かしたときの音の違いが分かりうれしかった。 



54 

 

（6）「距離情報と方向情報と素材情報」を総合的に身に付けるためのプログラム 

8事例は、保護者の承諾の上、実践・整理した内容である。 

プログラム名：「 あるある探検隊」 

事例指導者  ： 沓澤 整治 学校名：北海道高等盲学校 

活動のねらい ： 自分の良く知った環境を、K-Sonar™を用いて探索し、新たな気づきを促す。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・学校内や寄宿舎内など、日常的によく利用する場所を K-Sonar™を用いて歩き、新たな発見を促 

す。 

② 具体的な内容・方法 

・自分のよく知る環境内を自由に探索させる。 

・指導者は、生徒の新たな発見をおおいに褒め、その気づきが何なのかを適切にフィードバック 

する。 

・特に、これまで触れてこなかっただろう物（場所）への気づきについては賞賛の言葉がけをす 

る。 

    ※上方へ K-Sonar™を向けると新たな発見が多いようである。 

活動評価の視点（事例指導者） 

・楽しみながら、日頃よく知る環境から新たな発見をすることができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・「ここは天井が低くなっていますよね？」等、これまで意識することのなかった上方へ意識が向いた。知っている環境 

を探索することで、安心して K-Sonar™の音の変化を感じ取り、自分の知った環境と照らし合わせて楽しんでいる 

ようであった。 
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プログラム名： 「この音なぁに？（校外）」 

事例指導者  ： 米沢 新 学校名：北海道旭川盲学校 

活動のねらい ： 校外の様々な物の音を聞いたり、発見したりすることができる。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

・校外の環境を K-Sonar™で探索し、音の違いや変化などを把握する。 

 

② 具体的な内容・方法 

・校外のある地点から、いろいろな方向に K-Sonar™を向けながら、音の位置や変化を観察したり 

把握したりする（電柱や樹木、バス停、自販機、塀など）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・物（素材）によっていろんな音の違いがあることが分かったか。 

・距離の違いによって音の高低があることに気づいたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・自動販売機の音がわかりやすかった。色々な音を聞くことができて楽しかった。 
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プログラム名： 「この棒どっち？」 

事例指導者  ： 米沢 新 学校名：北海道旭川盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™を使い硬い物と柔らかい物の音の違いを把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

・硬い棒と柔らかい棒を配置し、どちらが硬いか柔らかいかを見分ける。 

 

② 具体的な内容・方法 

   ・硬い棒と柔らかい棒を並べて配置し、その尐し前から K-Sonar™を使ってスキャンする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・硬い棒と柔らかい棒に K-Sonar™を当てて、２つの音色を比べて硬いか柔らかいかを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・音色の違いで硬い棒と柔らかい棒の違いを把握できたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・音の違いが分かって楽しかった。硬いものの音と柔らかいものの音が聞こえました。 
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プログラム名：「教室での机・いす探し」 

事例指導者  ： 米沢 新 学校名：北海道旭川盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™を使って、机やいすの場所を把握する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

・教室の入り口付近から教室内にある机や椅子を K-Sonar™で見つけ出す。 

 

② 具体的な内容・方法 

・教室の入り口に立ち、K-Sonar™を使って教室内の環境を確認していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・机や椅子など目標の物を見つけたら近づいて確かめる。 

 

 

  

活動評価の視点（事例指導者） 

・K-Sonar™を上下左右に動かしスキャンさせることできたか。 

・K-Sonar™の音の変化から、机や椅子を見つけ出すことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・机や椅子を見つけることができてうれしかった。 
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プログラム名：「教室の音を聞いてみよう→この音なぁに？」 

事例指導者  ： 米沢 新 学校名：北海道旭川盲学校 

活動のねらい ： K-Sonar™の説明を聞き、実際に K-Sonar™ を使っていろんな音を聞くことができる。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

・教室内を K-Sonar™で探索し、音の違いや変化などを把握する。 

 

② 具体的な内容・方法  

・教室の入り口からスタートし、いろいろな方向に K-Sonar™ を向けながら、音の位置や変化を観 

察したり把握したりする（カーテンや鏡、黒板、机と机の中、椅子、天井、蛍光灯など）。 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・物（素材）によっていろんな音の違いがあることが分かったか。 

・距離の違いによって音の高低があることに気づいたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・いろんな音が聞けて楽しかった。 

・天井の音が聞けてうれしかった。 
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プログラム名： 「車いすへの装着～周りが良く分かります～」 

事例指導者  ： 米沢 新 学校名：北海道旭川盲学校 

活動のねらい ： 車いすに K-Sonar™を装着することができる。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・車いすに K-Sonar™を取り付け、車いすを移動しながら探索をする。 

② 具体的な内容・方法 

   ・予め車いすにベルトで固定された棒の部分に K-Sonar™を取り付ける。 

 

 

 

・K-Sonar™に固定式のスピーカーを準備し、探索をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

・固定された棒に K-Sonar™を取り付けることができる。 

・状況に合わせて、固定式スピーカーとイヤホーンを使い分けて探索することができる。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

・K-Sonar™に付属のイヤホーンで探索していたが、イヤホーンのコードが邪魔になるときがあり、固定式のスピーカ 

ーでも探索できるようにし、状況に応じて使えるようにできた。いつでも自分で付け外しできる点がよかった。 

・K-Sonar™は、手持ちでやっていたが、固定式になったことで両手が使え楽になった。さらには、K-Sonar™ を左 

右に動かせる工夫をする予定である。 

・近くにあるものは、ロングレンジよりショートレンジの方が音が高く響き、明瞭に聞こえ分かり易かった。 

プログラム名：「先生 どこ？」 
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事例指導者  ： 楢山 正太 学校名：北海道札幌盲学校 

活動のねらい ： ポールと人間の位置関係を模型で表現する。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・児童は体育館の中央で K-Sonar™を構え、自分の正面４ｍ先にあるポールを 

とらえる。 

   ・正面のポールを基準に左右どちらにポールが置いてあるかを答える。 

   ・模型を使って、自分と基点のポールの位置を確認して、K-Sonar™で確認した 

  ポールがどこにあったかを図に表す。 

   ・続いて２本のポールと教師が前に立つので、３つの位置関係をスキャニング 

し模型で表す。 

②具体的な内容・方法 

 ・机の上で K-Sonar™を構え、自分の正面４ｍ先にあるポールをとらえる。 

 ・ポールをとらえた状態のまま、指導者が左右どちらかにポールをおく。 

 ・児童にスキャニングさせる。 

   ・ポールを特定できたら、基点のポールの左右どちらにあったかを声に出して 

答えさせる（写真１・２）。 

   ・正答の場合、自分と基点のポールの位置を確認して、K-Sonar™で確認したポールがどこにあった 

かを図に表す。 

   ・続いて、前方の 2 本のポールの横に教師が立ち、この３か所の位置関係をスキャニングして模 

型で表す（写真３・４）。 

 

 

 

 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・K-Sonar™で確認したものを、図に表すことができたか。 

 ・ポールと教師の音の違いに気付くことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・先生の音はポールよりも低いので結構簡単だった。 

 

プログラム名：「先生 どっち？」 

写真１ 

写真２ 

写真３ 
写真４ 
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事例指導者  ： 神野 紋子 学校名：北海道帯広盲学校 

活動のねらい ：棒と人の音を聞き分ける。 

活動内容・方法 

① 活動の概要 

   ・対象児の左右（ななめ前方）に立っている人と鉄のポールの音を聞き分け、人の方に向かって歩く。 

② 具体的な内容・方法 

・前方にいる人とポールの音を確認する。 

・人とポールをスキャニングして、どっちが人であるかを当てる。 

・人に向かって歩く。 

活動評価の視点（事例指導者） 

 ・人とポールの音を聞き分けることができたか。 

 ・どちらが人であるか、方向を示すことができたか。 

活動評価の視点（対象児の感想等） 

 ・「音が全然違うから、すぐにわかった。」 

 ・「結構遠くでもわかる。」 
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Ⅴ 研究のまとめ 

 

1 研究の成果 

  本「視覚障害児の超音波機器の活用Ⅰ～K-Sonar™の指導プログラムの開発～」の研究により、まず

K-Sonar™を教育の場で遊びとして活用できる指導プログラムを開発することができた。また、このプ

ログラムを踏まえて超音波レーダーのプログラムを工夫することができる目途がついた。 

また、K-Sonar™が視覚情報を聴覚情報で表示する環境把握器具として有効であることが分かった。 

さらに、視力程度が全盲等の児童生徒が視覚情報を把握するための道具としても K-Sonar™を活用す

る姿が見られた。 

これらを本研究の成果として挙げることができる。 

 

① K-Sonar™の指導プログラム開発から超音波レーダーの指導プログラム開発に目途 

本研究により、６カテゴリー41事例の K-Sonar™指導プログラムを開発することができた。 

今後、視覚に障害のある児童生徒等に対して K-Sonar™を指導する場合は、本稿で整理した指

導プログラムの６カテゴリー41事例について、児童生徒等の発達段階及び興味・関心等に応じ、

メニュー方式で取捨選択したり、組み合わせたり、また 41事例の指導プログラムをヒントとし

て、さらに工夫等することができる。 

また、木村浩一等（１）が開発した視覚障害者用超音波レーダーの指導プログラムの開発につい

ては、今回、開発した指導プログラムから「素材情報」を除いた「距離情報を身に付けるプログ

ラム 7事例」「距離情報及び方向情報を身に付けるプログラム 18事例」の 2カテゴリー25事例

を基盤にして、指導プログラムを開発することができる目途がついた。  

   

② K-Sonar™が視覚情報を聴覚情報で表示する環境把握器具として有効 

 今回研究に協力した教師は、 

・環境に興味を持つことが困難な子どもが、K-Sonar™を用いることで、この物体はどんな音

がするのかなど尐しずつ環境構成物に興味がわいてきている。 

・K-Sonar™を使うことで、既知の環境をより親密にし、既知の環境を聴覚情報に換えること

で新たな発見を促し、『より豊かな環境把握』を可能にする。」「『体の地図』→『手の中の

地図』→『頭の中の地図』という空間認知の段階を更に積み上げていくための補助ツール

となる。 

・ボールの動きは自分の想像とは違う部分があったようです。ボールが転がっている様子（軌

跡）、飛んでいく様子（軌跡）、転がったボールが尐しずつスピードを緩めて止まることな

どを理解したり、壁にボールがぶつかるとどのように動く（はねかえる）のかも初めて知

りました。このように、触ることのできない動きのあるものを指導する際にも有効である

と感じました。 

・交差点などの自動車の動きも利用できると感じましたなどとして、K-Sonar™を環境を構成

している物体への興味・関心を高める器具、空間概念を発展させるツール、視覚情報であ

る物の動きを聴覚情報で表示する環境把握器として有効であるとしている。 
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③ 視力程度が全盲等の児童生徒が視覚情報を把握する道具として主体的に K-Sonar™を活用 

・研究対象の児童生徒は、「K-Sonar™の練習の中で、いちばん楽しかったのは、自転車でした。

音で壁がある場所がわかって、自分で曲がることができたのが楽しかったです。またやって

みたいです。 

・秘密の階段（床に開いた地下への入り口のこと）がある場所を見つけることができて、とて

もうれしかったです。今度は、中に入って、K-Sonar™で探検してみたいです。 

・いつでも自分で車椅子に付け外しできる点がよかった。K-Sonar™は手持ちでやっていたが、

車椅子に固定式になったことで両手が使え楽になった。 

・いつもはボールを先生に拾いに行ってもらうけど、K-Sonar™を使って練習をしたら、自分で

探せるようになると思うので、早くできるようになりたいです。バスケットボールやサッカ

ーをしたいですと、K-Sonar™を活用した遊びへの意欲を示している。 

・K-Sonar™で『ド』や『ミ』の音を聞いて、歩いたりしましたと、ピアノの鍵盤と音のピッチ

による距離情報への興味・関心を示したり、近くにあるものは、ロングレンジよりショート

レンジの方が、音が高く響き、明瞭で分かり易かったと、K-Sonar™の持つ機能を自ら操作し

て、活用の工夫をした点など、視力程度が全盲等の児童生徒が K-Sonar™を、視覚情報を把握

するための道具として主体的に活用する姿が見られた。 

 

2 研究の課題 

本研究は、特別支援学校学習指導要領「視覚障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援

学校」の指導計画の作成等における配慮事項として、新たに加えられた「児童が聴覚、触覚及び保

有する視覚などを十分に活用して」を視点に、環境構成物である視覚情報を K-Sonar™で、聴覚情報

に変換して空間把握を行い、もって的確な概念形成に資することもねらいとして、その指導プログ

ラムの開発に当たった。 

しかし、K-Sonar™の持つ機能を全盲等の視力程度の幼児児童生徒が視覚情報を聴覚情報に変換す

るためのツールとして、より一層、活用等するためには、①K-Sonar™の形状等の改善・工夫 ②幼

稚部からの一貫した指導 ③K-Sonar™の基本的段階からの段階的な活用指導の 3点を今後の課題と

して挙げることができる。 

 

  ① K-Sonar™の形状等の改善・工夫について 

 K-Sonar™は、主に大人の視覚障害者が白杖の上部に据え付けて、路面と路面に接続している

前方部の環境構成物を把握するために設計された形状と重さにより、特に視覚に障害のある幼

児児童には操作し難い。このため、両手が自由になるヘッドマウント型やメガネ型のように装

着することが出来れば、活用の場がより広がるものと期待することが出来る。 

 

② 幼稚部からの一貫した指導について 

 新幼稚部教育要領解説は、「視覚に障害のある幼児は、視覚を通して得られる情報が不足した

り、行動が制限されたりするために、限られた経験の範囲内で概念の形成を図る傾向がみられ

る。特に、実体を理解せずに、あるいは具体的な経験を伴わないままに、言葉による説明だけ
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で事物・事象や動作についての概念を形作ってしまうことがしばしばみられる。このような傾

向に対しては、幼稚部の段階から、身の回りの具体的な事物・事象や動作と言葉とを結び付け

て、基礎的な概念の形成を図ることが大切である。」と示している。 

したがって、幼稚部においても、K-Sonar™が持つ視覚情報を聴覚情報に転換する能力を生か

して、具体的な事物・事象と動作を言葉と結び付ける際の道具として活用するよう、今回、整

理した K-Sonar™の指導プログラムを各指導の現場で活かすことが重要である。 

全盲等の視覚障害児は、K-Sonar™が聴覚情報として表示する視覚情報の的確な意味づけを数

多く体験することにより、各自のエコーロケーション能力のより一層の発達が期待できる。 

したがって、今後は、北海道内の視覚障害幼児からの K-Sonar™の指導実践を積み重ねて、特

に空間概念に係る的確な概念形成ができ、歩行能力の向上につながるよう取り計らうことが求

められる。 

 

③ K-Sonar™の基本的段階からの段階的な活用指導について 

 今回の研究においては、児童生徒等が K-Sonar™を楽しく生活の中などで活用できるよう、特

に遊びをキーワードにした指導プログラムを開発することを目的とした。 

 K-Sonar™の前モデルである Sonicguide™  においては、使用者と環境構成物との距離と方向の

感覚を身に付けるため、ポールを用いたスラロームなどの各種の訓練指導を行った。 

しかし、視覚に障害のある児童生徒等が K-Sonar™を活用する際には、その視点で指導するよ

りも、環境構成物の表面素材から反射される特有の音色に着目した指導が、特に音の判別を得

意とする視覚障害児には適しているし、楽しい指導内容になるのではないかと考える。 

したがって、このことをさらに深めた計画的な指導プログラムとして、各種のボールを使っ

た遊びやゲームを工夫したり、「射的」などのようにピストル等の道具を使った遊びやゲームを

段階的に配置するなどのプログラムの工夫と共に、音色により認識できた空間構成物のミニチ

ュアを配置するなどの空間概念を広げる指導プログラムの開発も、今後、必要と考える。 
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